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   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/165    (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月20日(2012.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　糖尿病性心筋症の処置用医薬の製造のためのレニン阻害剤または薬学的に許容されるそ
の塩の使用。
【請求項２】
　２型または１型糖尿病患者の処置のための、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　レニン阻害剤がアリスキレンまたはその塩である、請求項１または２に記載の使用。
【請求項４】
　レニン阻害剤または薬学的に許容されるその塩を含む、糖尿病性心筋症の処置用医薬組
成物。
【請求項５】
　２型または１型糖尿病患者の処置のための、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　レニン阻害剤がアリスキレンまたはその塩である、請求項４または５に記載の医薬組成
物。
【請求項７】
　レニン阻害剤または薬学的に許容されるその塩を、１種以上の活性成分と組み合わせて
使用する、請求項１から３のいずれかに記載の使用。
【請求項８】
　他の活性成分がＡＣＥＩ、ベータブロッカー、アンギオテンシンII受容体アンタゴニス
ト、２型糖尿病治療剤、および１型糖尿病治療剤から成る群から選択される、請求項７に
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記載の使用。
【請求項９】
　他の活性成分が
－　アラセプリル、ベナゼプリル、ベナゼプリラート、カプトプリル、セロナプリル、シ
ラザプリル、デラプリル、エナラプリル、エナプリラート、フォシノプリル、イミダプリ
ル、リシノプリル、モベルトプリル、ペリンドプリル、キナプリル、ラミプリル、スピラ
プリル、テモカプリルおよびトランドラプリルから成る群から選択されるＡＣＥＩ、また
はいずれの場合も独立してその塩；
－　バルサルタン、ロサルタン、エプロサルタン、イルベサルタン、テルミサルタン、カ
ンデサルタンおよびサプリサルタンから成る群から選択されるアンギオテンシンII受容体
アンタゴニスト、またはいずれの場合も独立してその塩；
－　トログリタゾン、ロシグリタゾン、シグリタゾン；ダルグリタゾン；エングリタゾン
；イサグリタゾンおよびピオグリタゾンから成る群から選択される２型糖尿病治療剤、ま
たはいずれの場合も独立してその塩；および／または
－　インスリンまたはその塩である１型糖尿病性治療剤
である、請求項７または８に記載の使用。
【請求項１０】
　同時、別々または連続使用のための、請求項７～９のいずれかに記載の使用。
【請求項１１】
　さらに、１種以上の活性成分を含む、請求項４～６のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　さらなる活性成分がＡＣＥ阻害剤、アンギオテンシンII受容体アンタゴニスト、ベータ
ブロッカー、２型糖尿病治療剤、および１型糖尿病治療剤から成る群から選択される、請
求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　さらなる活性成分が
－　アラセプリル、ベナゼプリル、ベナゼプリラート、カプトプリル、セロナプリル、シ
ラザプリル、デラプリル、エナラプリル、エナプリラート、フォシノプリル、イミダプリ
ル、リシノプリル、モベルトプリル、ペリンドプリル、キナプリル、ラミプリル、スピラ
プリル、テモカプリルおよびトランドラプリルから成る群から選択されるＡＣＥＩ、また
はいずれの場合も独立してその塩；
－　バルサルタン、ロサルタン、エプロサルタン、イルベサルタン、テルミサルタン、カ
ンデサルタンおよびサプリサルタンから成る群から選択されるアンギオテンシンII受容体
アンタゴニスト、またはいずれの場合も独立してその塩；
－　トログリタゾン、ロシグリタゾン、シグリタゾン；ダルグリタゾン；エングリタゾン
；イサグリタゾンおよびピオグリタゾンから成る群から選択される２型糖尿病性治療剤、
またはいずれの場合も独立してその塩；および／または
－　インスリンまたはその塩である１型糖尿病性治療剤
である、請求項１１または１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　請求項４、５、６、１１、１２または１３に記載の医薬組成物を、糖尿病性心筋症の処
置における同時、別々または連続的使用の指示書と共に含む、商業用包装物。
【請求項１５】
　糖尿病性心筋症の処置用キットであって：
ａ)　第一の単位投与形態で、レニン阻害剤または薬学的に許容されるその塩；
ｂ)　第二またはそれ以上の単位投与形態で、ＡＣＥ阻害剤、アンギオテンシンII受容体
アンタゴニスト、ベータブロッカー、２型糖尿病治療剤、１型糖尿病治療剤、または、い
ずれの場合も、独立して薬学的に許容されるその塩から成る群から選択される、少なくと
も１種の治療剤；
ｃ)　該第一、第二またはそれ以上の単位形態を含む、容器
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を含む、キット。
【請求項１６】
　糖尿病性心筋症の処置剤であって、レニン阻害剤を唯一の活性成分として、または、Ａ
ＣＥＩ、ベータブロッカー、アンギオテンシンII受容体アンタゴニスト、２型糖尿病治療
剤、１型糖尿病治療剤からなる群から選択される１種以上の活性成分と組み合わせて含む
、処置剤。
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